
様式第６号（第１７条関係）

(１-３)

開　会

閉　会

会　議　録

会議の名称 令和７年度　第１回　内牧地区地域づくり推進協議会

午前・午後　　１時１５分

午前・午後　　２時４０分

開 催 場 所 　内牧市民センター　研修室１

議長(会長等)氏名 　野村　三男

(出席人数：１３人)

　飯塚　悦子、磯谷　健治、岩見　奈津枝、大野　明彦、塩入　恵美

　杉本　愛実、田中　良司、土橋　理恵、中野　眞弓、永瀨　三郎

　野村　三男、本田　理沙、森　義久

　（50音順 敬称略）

(出席人数：４人)

　春日部市長　岩谷　一弘、市民生活部長　飯口　信彦

　市民生活部参事　矢野　仁史、内牧市民センター所長　新井　道彦

(出席人数：５人)

　市民生活部長　飯口　信彦、市民生活部参事　矢野　仁史

　内牧市民センター所長　新井　道彦、内牧市民センター　豊田　亜衣子

　赤坂　亮祐

□  要綱第３条第１号該当：

□  要綱第３条第２号該当：

□  要綱第３条第３号該当：

□  要綱第３条第４号該当：

□　録音テープ等を使用した全文記録

■　録音テープ等を使用した要点記録

□　要点記録

　会長による署名

開 催 日 時      令和７年１０月２日(木)

委員氏名

説 明 者
そ の 他

事 務 局

次第及び公開・一
部公開・非公開の

区分

　１開会
　２委嘱状の交付
　３あいさつ
　４委員紹介・職員紹介
　５会長及び副会長の選出
　６諮問
　７報告事項
　(1)春日部市地域づくり推進協議会条例の概要について
  (2)公民館＋地区センター（新たな機能）＝市民センターの概要について
  (3)令和６年度内牧市民センターの事業報告について
  (4)令和６年度内牧市民センター地域づくり推進会議の協議結果について
  (5)令和７年度の新たな取組について
　８協議事項
  (1)今後のスケジュール及び会議の進め方（案）について
  (2)市民センターを拠点とした地域づくりに関して必要な意見交換

公開

一部公開・非公開
の場合はその理由

配 布 資 料

内牧地区地域づくり推進協議会　報告事項
資料1　春日部市地域づくり推進協議会条例（抜粋）
資料2　市民センター概要
資料3　令和6年度事業実績一覧
資料4　令和６年度協議結果
今後のスケジュール及び会議の進め方（案）について
市民センターを拠点とした地域づくりに関して必要な意見交換

会議録の作成方法

会議録署名の指定

出

席

者



(２-３)

発　言　者 発言内容　・　決定事項

【開会】

【委嘱状の交付】

【あいさつ】

【委員紹介・職員紹介】

【会長及び副会長の選出】

《野村委員を会長に選出》

《田中委員を副会長に選出》

【諮問】

【報告事項】

《資料に基づき報告》

【協議事項】

（１）今後のスケジュール及び会議の進め方（案）について

了承

（２）市民センターを拠点とした地域づくりに関して必要な意見交換

委員 　高齢者が増えてきている。車が無い生活は大変です。子どもの付き添いが

ないと買い物にも行けないという声がある。

委員 　内牧市民センターは小学校の目の前で立地は良いが、今は一度家に

帰ってからということになっているので、利用者が延びない。

保護者と連絡をとって迎えに来てもらうなど考える必要がある。帰って

から再度出てくるのが課題なので、利用しやすいようにこの協議会で

足がかりをつけるのも良いと思う。

　市民センターをどのように運営したら地域の活性化につながるか

市も地域の声を聞きたいという会議ですから、いろいろな意見を

出し合い議論していくことが良い。

委員 　放課後、市民センターに直接行ければ家の方も助かると思う。

委員 　市民センターを拠点として活動するという考え方ですが、駐車場が狭い。

もう少し確保する必要がある。

委員 　公民館だよりに内牧地区の世帯数、人口は出ているが、子どもの率や

高齢者の率が、他の地区と比較して内牧地区がどうなのか資料を出して

いただくと議論が深まると考える。

委員 　子どもの支援を掲げるのであれば、公民館の利用団体の抽選後の空き部屋

ということでは無く、常に一部屋を子どものために固定して解放するという

考え方も協議にあげても良いと思う。

【閉会】



(３-３)

議　事　の　経　過

発　言　者 発言内容　・　決定事項

　

　議事の顛末・概要を記載し、その相違なきことを証するためここに署名する。

　　　　令和７年１０月１５日

　　　　署名者の職・氏名　　会長　　野村　三男


